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● 

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
表 

 
○
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
管
理
規
則
䥹
平
成
二
十
年
千
葉
県
規
則
第
八
十
七
号
䥺
に
関
す
る
資
料 

新 

旧 

 
 

䥹
趣
旨
䥺 

䥹
趣
旨
䥺 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
䣍
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
設
置
管
理
条
例
䥹
平
成
二
十
年
千
葉
県
条

例
第
五
十
三
号
䥺
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
䣍
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
䥹
以
下
䣓
大
学
䣔
と

い
う
䣎
䥺
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
䣎 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
䣍
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
設
置
管
理
条
例
䥹
平
成
二
十
年
千
葉
県
条

例
第
五
十
三
号
䥺
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
䣍
千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
䥹
以
下
䣓
大
学
䣔
と

い
う
䣎
䥺
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
䣎 

䥹
休
業
日
䥺 

䥹
休
業
日
䥺 

第
二
条 

大
学
の
休
業
日
は
䣍
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
䣎 

第
二
条 

大
学
の
休
業
日
は
䣍
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
䣎 

一 

日
曜
日
及
び
土
曜
日 

一 

日
曜
日
及
び
土
曜
日 

二 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
䥹
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
䥺
に
規
定
す
る
休

日 

二 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
䥹
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
䥺
に
規
定
す
る
休

日 

三 

春
季
休
業
日 

三
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

春
季
休
業
日 

三
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

夏
季
休
業
日 

八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で 

四 

夏
季
休
業
日 

八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で 

五 

冬
季
休
業
日 

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で 

五 

冬
季
休
業
日 

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
翌
年
一
月
七
日
ま
で 

２ 

学
長
は
䣍
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
䣍
前
項
に
規
定
す
る
休
業
日
を
変
更
し
䣍

又
は
休
業
日
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
䣎 

２ 

学
長
は
䣍
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
䣍
前
項
に
規
定
す
る
休
業
日
を
変
更
し
䣍

又
は
休
業
日
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
䣎 

３ 

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
長
は
䣍
臨
時
の
休
業
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
䣎
３ 

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
長
は
䣍
臨
時
の
休
業
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
䣎

䥹
入
学
志
願
の
手
続
䥺 

䥹
入
学
志
願
の
手
続
䥺 

第
三
条 

大
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
䣍
学
長
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
入
学
願
書
そ
の
他
学

長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
に
入
学
検
査
料
を
添
え
て
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎

第
三
条 

大
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
䣍
学
長
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
入
学
願
書
そ
の
他
学

長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
に
入
学
検
査
料
を
添
え
て
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎

䥹
入
学
者
の
選
考
䥺 

䥹
入
学
者
の
選
考
䥺 

第
四
条 

学
長
は
䣍
前
条
の
入
学
を
志
願
す
る
者
に
つ
い
て
学
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
䣍
選
考
を
行
う
䣎 

第
四
条 

学
長
は
䣍
前
条
の
入
学
を
志
願
す
る
者
に
つ
い
て
学
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
䣍
選
考
を
行
う
䣎 

䥹
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
䥺 

䥹
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
䥺 

第
五
条 

前
条
の
選
考
の
結
果
に
基
づ
き
合
格
の
通
知
を
受
け
た
者
は
䣍
学
長
が
定
め
る
期
日

ま
で
に
学
長
が
定
め
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

第
五
条 

前
条
の
選
考
の
結
果
に
基
づ
き
合
格
の
通
知
を
受
け
た
者
は
䣍
学
長
が
定
め
る
期
日

ま
で
に
学
長
が
定
め
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

２ 

学
長
は
䣍
前
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
対
し
て
入
学
を
許
可
す
る
䣎 

２ 
学
長
は
䣍
前
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
対
し
て
入
学
を
許
可
す
る
䣎 

䥹
科
目
等
履
修
生
等
䥺 

䥹
科
目
等
履
修
生
等
䥺 

第
六
条 

学
長
は
䣍
大
学
の
教
育
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
䣍
選
考
の
上
䣍
科
目
等
履
修

生
䣍
特
別
聴
講
学
生
䣍
聴
講
生
䣍
研
究
生
又
は
研
修
生
䥹
次
項
に
お
い
て
䣓
科
目
等
履
修
生

等
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

第
六
条 

学
長
は
䣍
大
学
の
教
育
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
䣍
選
考
の
上
䣍
科
目
等
履
修

生
䣍
特
別
聴
講
学
生
䣍
聴
講
生
䣍
研
究
生
又
は
研
修
生
䥹
次
項
に
お
い
て
䣓
科
目
等
履
修
生

等
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
䣍
科
目
等
履
修
生
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
䣍
学
長
が
別
に
２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
䣍
科
目
等
履
修
生
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
䣍
学
長
が
別
に
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定
め
る
䣎 

定
め
る
䣎 

䥹
評
議
会
䥺 

䥹
評
議
会
䥺 

第
七
条 
大
学
に
䣍
評
議
会
を
置
く
䣎 

第
七
条 

大
学
に
䣍
評
議
会
を
置
く
䣎 

２ 

評
議
会
は
䣍
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
構
成
す
る
䣎 

２ 

評
議
会
は
䣍
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
で
構
成
す
る
䣎 

一 

学
長 

一 

学
長 

二 

副
学
長 

二 

副
学
長 

三 

学
部
長 

三 

学
部
長 

四 

大
学
の
事
務
局
の
長 

四 

大
学
の
事
務
局
の
長 

五 

健
康
福
祉
部
長 

五 

健
康
福
祉
部
長 

六 

学
識
経
験
を
有
す
る
者 

六 

学
識
経
験
を
有
す
る
者 

３ 

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
者
は
䣍
知
事
が
委
嘱
す
る
䣎 

３ 

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
者
は
䣍
知
事
が
委
嘱
す
る
䣎 

䥹
教
授
会
䥺 

䥹
教
授
会
䥺 

第
八
条 

学
部
に
䣍
教
授
会
を
置
く
䣎 

第
八
条 

学
部
に
䣍
教
授
会
を
置
く
䣎 

２ 

教
授
会
は
䣍
学
長
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
に
当
た
り
意
見
を

述
べ
䣍
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
䥺
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権

限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
行
う
䣎 

２ 

教
授
会
は
䣍
学
長
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
に
当
た
り
意
見
を

述
べ
䣍
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
䥺
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権

限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
行
う
䣎 

一 

学
生
の
入
学
䣍
卒
業
及
び
課
程
の
修
了 

一 

学
生
の
入
学
䣍
卒
業
及
び
課
程
の
修
了 

二 

学
位
の
授
与 

二 

学
位
の
授
与 

三 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
部
の
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項
で
教

授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
学
長
が
定
め
る
も
の 

三 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
部
の
教
育
又
は
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項
で
教

授
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
学
長
が
定
め
る
も
の 

３ 

教
授
会
は
䣍
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
長
及
び
学
部
長
が
つ
か
さ
ど
る
教
育
又

は
研
究
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
䣍
並
び
に
学
長
及
び
学
部
長
の
求
め
に
応
じ
䣍
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

３ 

教
授
会
は
䣍
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
䣍
学
長
及
び
学
部
長
が
つ
か
さ
ど
る
教
育
又

は
研
究
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
䣍
並
び
に
学
長
及
び
学
部
長
の
求
め
に
応
じ
䣍
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
䣎 

䥹
診
療
日
及
び
診
療
時
間
䥺 

䥹
診
療
日
及
び
診
療
時
間
䥺 

第
九
条 

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
設
置
管
理
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
歯
科
診
療

を
行
う
施
設
䥹
次
項
に
お
い
て
䣓
歯
科
診
療
施
設
䣔
と
い
う
䣎
䥺
の
診
療
日
は
䣍
次
の
各
号

に
掲
げ
る
日
以
外
の
日
と
す
る
䣎 

第
九
条 

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
設
置
管
理
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
歯
科
診
療

を
行
う
施
設
䥹
次
項
に
お
い
て
䣓
歯
科
診
療
施
設
䣔
と
い
う
䣎
䥺
の
診
療
日
は
䣍
次
の
各
号

に
掲
げ
る
日
以
外
の
日
と
す
る
䣎 

一 

日
曜
日
及
び
土
曜
日 
一 

日
曜
日
及
び
土
曜
日 

二 

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日 
二 
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日 

三 

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で 

三 
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で 

四 

特
別
の
事
情
に
よ
り
学
長
が
必
要
と
認
め
た
日 

四 

特
別
の
事
情
に
よ
り
学
長
が
必
要
と
認
め
た
日 

２ 

歯
科
診
療
施
設
の
診
療
時
間
は
䣍
午
前
九
時
半
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
と
す
る
䣎 

２ 

歯
科
診
療
施
設
の
診
療
時
間
は
䣍
午
前
九
時
半
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
と
す
る
䣎 

３ 

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
緊
急
を
要
す
る
場
合
及
び
診
療
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
䣍
診
療
日
以
外
の
日
又
は
診
療
時
間
以
外
の
時
間
で
あ
䣬
て
も
診
療
を
行
う
こ
と

３ 

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
緊
急
を
要
す
る
場
合
及
び
診
療
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
䣍
診
療
日
以
外
の
日
又
は
診
療
時
間
以
外
の
時
間
で
あ
䣬
て
も
診
療
を
行
う
こ
と
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が
で
き
る
䣎 

が
で
き
る
䣎 

䥹
診
療
手
続
䥺 

䥹
診
療
手
続
䥺 

第
十
条 
診
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
䣍
診
療
申
込
書
䥹
別
記
様
式
䥺
を
学
長
に
提
出
し
䣍

健
康
保
険
法
䥹
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
䥺
第
三
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
電
子
資
格
確

認
そ
の
他
の
被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
等
の
手
続
を

経
て
診
療
券
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

第
十
条 

診
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
䣍
診
療
申
込
書
䥹
別
記
様
式
䥺
を
学
長
に
提
出
し
䣍

次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
続
を
経
て
診
療
券
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎 

䥹
削
る
䣎
䥺 

一 

健
康
保
険
䣍
国
民
健
康
保
険
そ
の
他
社
会
保
険
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
に
あ

䣬
て
は
䣍
所
定
の
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
䣎 

䥹
削
る
䣎
䥺 

二 

生
活
保
護
法
䥹
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
䥺
そ
の
他
の
法
令
の
適
用
を
受
け

る
者
に
あ
䣬
て
は
䣍
当
該
法
令
の
定
め
る
医
療
券
そ
の
他
所
定
の
証
明
書
を
提
示
す
る
こ

と
䣎 

䥹
削
る
䣎
䥺 

三 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
に
あ
䣬
て
は
䣍
そ
の
旨
を
告
げ
る
こ
と
䣎 

䥹
補
則
䥺 

䥹
補
則
䥺 

第
十
一
条 

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
䣍
学
長
が
別
に
定
め
る
䣎 

第
十
一
条 

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
䣍
学
長
が
別
に
定
め
る
䣎 

 
 

 


